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岐阜県電子納品要領等 改訂の要旨（平成 23 年 4 月）  

 

○ 改訂する要領・基準類 

国土交通省の電子納品要領・基準類が改訂されたことなどに伴い、岐阜県が定め

る以下の要領・基準類を改訂しました。 
 

1. 工事完成図書の電子納品要領 
2. 工事完成図書の電子納品要領［電気通信設備編］ 
3. デジタル写真管理情報基準 
4. 調査設計業務等の電子納品要領［電気通信設備編］ 
5. 電子納品運用ガイドライン 

 

○ 適用時期 

平成 23 年 4 月 1 日以降に発注される工事及び委託業務から適用します。 

 

○ 掲載場所 

岐阜県建設 CALS／EC のホームページ（電子納品）： 
http://www.pref.gifu.lg.jp/kendo/gijutsukanri/kensetsu-joho/kensetsu-cals-ec/nohin/  

 

○ 主な改訂ポイント 

１．工事完成図書の電子納品要領 
 

（１）二重納品排除の明確化 

施工中に受発注者間において紙資料で授受した書類は原則として電子納

品しないことを記載することで、二重納品排除の考え方を明記しました。 

 

（２）用語の定義の明確化 

工事において作成される各電子データの必要性を明確化するため、工事帳

票、電子検査の用語の定義を新たに追加し、工事完成図書、電子成果品、電

子納品などの用語の定義を見直しました。 

 
（３）工事管理項目 

工事管理ファイルからCORINS コードに関する情報項目（工事実績シス

テムバージョン番号」と「住所コード」）を削除しました。また、最新の

TECRIS・CORINS に合わせて用語を一部修正しています。 

 

（４）打合せ簿管理項目 

工事履行報告書、段階確認書、材料確認願等の「工事帳票」を、工事帳票

の種類で分類整理できるように、打合せ簿管理項目に「工事帳票種類」の情

報項目を追加しました。 

 

（５）大容量記録媒体（DVD-R）の導入 
複数におよぶ記録媒体について、受発注者協議により、DVD-R(Digital 

Versatile Disk Recordable)の使用を認めることとしました。なお、DVD-R 
にデータを記録する（パソコンを使って記録する）際のファイルシステムの

論理フォーマットは、UDF(Universal Disk Format)Bridge としました。 
 

（掲載頁） 
 
土木工事-1 
(対象表 1頁) 
 
 
土木工事-2 
(対照表 2~3頁) 
 
 
 
土木工事-8 
(対照表 9頁) 
 
 
 
土木工事-14 
(対照表 16頁) 
 
 
 
土木工事-26 
(対照表 28頁) 
 
 
 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kendo/gijutsukanri/kensetsu
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（６）使用文字 

管理ファイルで使用できる文字の解説がわかりにくかったことから、平易

な解説に変更しました。 
 

 
 
土木工事-33 
(対照表 35頁) 
 

 
 
２．工事完成図書の電子納品要領［電気通信設備編］ 

 
（１）二重納品排除の明確化 

施工中に受発注者間において紙資料で授受した書類は原則として電子納

品しないことを記載することで、二重納品排除の考え方を明記しました。 

 

（２）用語の定義の明確化 

工事において作成される各電子データの必要性を明確化するため、工事帳

票、電子検査の用語の定義を新たに追加し、工事完成図書、電子成果品、電

子納品などの用語の定義を見直しました。 

 

（３）地質・土質調査データの納品（BORING フォルダの追加） 
工事に伴って実施される地質・土質調査から得られるボーリング柱状図や

土質試験結果についても電子納品を進め、地盤情報として広く利用できるよ

う、BORINGフォルダを追加しました。 
 

（４）工事管理項目 

工事管理ファイルからCORINS コードに関する情報項目（工事実績シス

テムバージョン番号」と「住所コード」）を削除しました。また、最新の

TECRIS・CORINS に合わせて用語を一部修正しています。 

 

（５）打合せ簿管理項目 

工事履行報告書、段階確認書、材料確認願等の「工事帳票」を、工事帳票

の種類で分類整理できるように、打合せ簿管理項目に「工事帳票種類」の情

報項目を追加しました。 

 

（６）大容量記録媒体（DVD-R）の導入 
複数におよぶ記録媒体について、受発注者協議により、DVD-R(Digital 

Versatile Disk Recordable)の使用を認めることとしました。なお、DVD-R 
にデータを記録する（パソコンを使って記録する）際のファイルシステムの

論理フォーマットは、UDF(Universal Disk Format)Bridge としました。 
 
（７）使用文字 

管理ファイルで使用できる文字の解説がわかりにくかったことから、平易

な解説に変更しました。 

（掲載頁） 
 

１頁 
(対象表 1頁) 
 

 

２頁 
(対象表 2~3頁) 
 

 

 
３頁 
(対象表 4~5頁) 
 

 

 

９頁 
(対象表 10頁) 
 

 

 

１６頁 

(対象表 17頁) 
 

 

 

２９頁 

(対象表 30頁) 
 

 

 

 

３６頁 

(対象表 37頁) 
 
 
３．デジタル写真管理情報基準 

 

（１）電子納品要領との整合 

「工事完成図書の電子納品等要領」等との整合を図るため、解説を見直し

ました。写真管理項目やフォルダ構成といった、電子データの仕様に関する

変更はありません。 

（掲載頁） 
 

２～３頁 

(対象表 4~5 頁) 
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４．調査設計業務等の電子納品要領［電気通信設備編］ 

 

（１）大容量記録媒体（DVD-R）の導入 
複数におよぶ記録媒体について、受発注者協議により、DVD-R(Digital 

Versatile Disk Recordable)の使用を認めることとしました。なお、DVD-R 
にデータを記録する（パソコンを使って記録する）際のファイルシステムの

論理フォーマットは、UDF(Universal Disk Format)Bridge としました。 
 
（２）使用文字 

管理ファイルで使用できる文字の解説がわかりにくかったことから、平易

な解説に変更しました。 

（掲載頁） 
 

設計(電気)-19 
(対照表 19頁) 
 

 

 

 

設計(電気)-26 
(対照表 26頁) 
 

 
 
５．電子納品運用ガイドライン 

 
（１）電子納品に関する規定 

電子納品要領・基準類の改訂に伴い、各要領の適用年月と、国土交通省の

要領との関係表を更新しました。 
 

（２）DVD-Rの使用について 
記録媒体（CD-R）が複数におよぶ場合について、受発注者協議により、

DVD-R (Digital Versatile Disk Recordable)の使用を認めることとしまし

た。 
 
（３）関係ホームページのアドレス訂正 

岐阜県建設CALS／ECホームページ等のリニューアルに伴い、アドレスを

最新のものに訂正しました。 
 
（４）電子納品により得た情報の取扱い【新規】 

電子納品により得た情報をむやみに公開・流出されることを防止するた

め、発注者における情報の取扱いについて明記しました。 
 
（５）納品対象となる工事関係書類の取扱い 

  契約関係書類（特記仕様書、契約図面）の取扱いについて、「3-3 図面の

電子納品」との整合を図るため、記述を削除しました。 
  施工段階の提出書類について、発注者が紙書類として授受し原本管理する

書類は原則として電子納品の対象としないことを明記しました。これに併

せ、各書類の摘要欄を改訂しました。 
 

（掲載頁） 
 
１-4 ～ １-5 
 
 
 
２-15 
 
 
 
１-6 他 
 
 
 
２-29 
 
 
 
３-2 

 


